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話す カ を育む援助の 工夫 
言葉を楽しむ 活動を通して   

港川 幼稚園 上原朝子 

[ 要 約 ] 

この研究は，幼児一人一人が 自分の気持ちや 考えを言葉で 表現することを 楽しみ話したい 気持ち 

が 持てるよさに 援助の上夫をしていくものであ る。 教師や友達とのそりとりを 大切にし言葉あ そ 

び や おはなしを楽し 神 教材を工夫することにより ，言葉を楽しみ ，話すことの 喜びや楽しさが 味わ 

えるよう に進めてきた。 その結果，言葉あ そびに興味を 持ち ，絵 やおはなしへの 関心が高まり ， 話 

すことを楽しんで い る姿が確認できた。 

キ @ ヮ --- ド   口言葉あ そび 口 教材の工夫 口話すことを 楽しむ 

1  テーマ設定の 坤， 由 これまでの自分の 保育を振り返ってみると ， 

近年の少子化，核家族化，情報化の 進行とい 子どもの言葉を 引き出そうとすることに 気をと 

った 社会状況の変化 は ，幼児を取り 播く直接的 られ，子どもの 気持ちを受けとめ 対応していた 

な 環境であ る家庭や親の 意識にも影響をお ょ ぼ だろうか。 また，絵本を 数多く読んであ げるこ 

している。 そのため価値観が 多様化し知的 教 とで言葉のおもしろさや 楽しさを伝えてきたっ 

育への関心が 高まっている 反面，過保護の 傾向 もりだが，遊びに 活かしていくための 工夫が足 

が増大している - また，テレビやテレビゲーム りなかったよ う に思われる， 

などの，急速な 普及にょり ， 子どもの遊びや コ このようなことから ，教師が子ども 一人 - 人の 

ミュニケーションのあ り方も変わり 幼児の話す 言葉に耳を傾け ， 心の交流をはかり ，言葉の楽 

言葉にも大きく 影響している ， しさを味わうような 遊びを取り入れ ，言葉の楽 

幼稚園の教育目標に「日常生活の 中で言葉へ しさに気づかせていくための 援助の工夫をする 

の 興味や関心を 育て喜んで話したり 聞いたりす ことによって ， 自分なりの言葉で 表現する力を 

る 態度や言葉に 対する感覚を 養 う ようにするこ 育むことができるのではないかと 考え ，本 テー 

と」があ げられており ，領域「言葉」の 観点で マを設定した。 

は ，経験しだことや 考えたことなどを 自分なり 

の 言葉で表現し 言葉に対する 感覚や言葉で 表 Ⅱ 研究の目標 

現する力を養 う ことが重視されている。 幼児が園生活の 中で，先生や 友達と心を通わ 

言葉は・身近な 人との関わりを 通して獲得さ せ話す カ を育んでいける よう に言葉あ そびや絵 

れるものであ る。 幼児は，園生活の 中で教師や 本などを楽しめる 環境っくり，援助のあ り方を 

友達と心を通わせ 様々な体験をすることが ， 自 工夫する。 

葉で表現する 力を培っていくことになる。 

そのためには ， 口常 生活の中で教師や 友達と m  研究の仮説 

の 信頼関係を築き ，言葉を使って 表現する 基本仮説 
意欲や言葉の 感覚を養 う ための適切な 言葉環境 (1) 園生活の中で ，一人一人の 青葉に耳を傾 

を 作っていくことが 必要であ ると考える。 け 気持ちの交流をはかることにより ， 聞 

本国 の クラスの子どもたちは ，生活の中での いたり話したりすることが 楽しくなり， 
意思表示や話しをする 時 ， モジモジ してうまく 伝え合 う 喜びを味わうことができるであ 

伝えられなかったり ， 自己主張の強い 子におさ ろ う， 

れて黙ってしまう たや ，どのように 言葉で表現 (2) 園生活の中で ，言葉あ そびや絵本などを 
したらいいのかわからずコミュニケーションが 楽しむための 援助の工夫をすることに ょ 

うまくとれないといった 様子が見られる ， り 言葉の楽しさに 気づき，友達との 会話 
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も 豊かになり話す カ が育まれていくであ 

ろう， 

作業仮説 
(1) 園生活の中で 子どもの気持ちを 受けとめ 
話しを聞いてあ げる雰囲気をつくってい 

くことで伝え 合 う ことの喜びを 知り ， 話 

したいという 気持ちが持てるようになる 

であ ろう。 

(2) 言葉あ そびを通して ，言葉のおもしろさ 
に気づかせていくことにより ，言葉の楽 

しさを知り言葉に 対する感 見が 培われて 

いくであ ろう「   

(3) 絵本や物語を 楽しめる環境を づ くり，教 
材を工夫していくことにより ，会話も豊 
かになり，話す 力が育まれていくであ ろ 

  

Ⅳ 研究の仮説 

話 す カ を 育 む 援 助 の 工 夫 
言葉を楽しむ 活動を通して   

く テーマ ン 
  

園生活の中で 自分の気持ちや 考えを言葉で 表現てきる 子 
く 目指す園児 像ノ 

幼児が園生活の 中で先生や友達と 心を通わせ話す カ を育んでいけるよ う 
く 研究の日 標ノ 言葉環境や援助のあ り方を工夫する。 

  

  園生活の中で 一人一人の言葉に 耳を傾け，気持ちの 交流をはかることにより．聞いだり 
  グ 研究の仮説 ノ 話したりすることが 楽しくなり，伝え 合う喜びを味わうことによって 自分なりの言葉で 

表現する力が 育まれていくであ ろう     

  園生活の中で 言葉あ そびや絵本などを 楽しむための 援助の工夫をすることにより 言葉のおも 

しろさに気づき．表現ずることが 楽しくなり 言 きづ - カ が 育まれていくであ ろう   

く 作業仮説 ノ 

  

く 作業仮説 1 ノ く 作業仮説 2 ノ く 作業仮説 3 ノ 

園生活の中で 子どもの気持ちを 受け 言葉あ そびを通して 言葉 の 絵本やおはなしを 楽しめる 
止め．親しみのあ る温かい雰囲気を おもしろさに 気づかせて い く 環境を作り，教材を 工夫して 
作っていくことにより 伝え合 う こと ことにより言葉の 楽しさを 如 いくことにより 話すことの 楽 
の 喜びを知り話したいという 気持ちが り。 言葉に対する 感覚が培わ しさに気づき 話す力が育まれ 

持てるようになる て あ ろう     れていくであ ろう ていくであ ろう   

  
  

  

く 研究内容 ノ く 研 究 内 容 ノ 
女言葉とは * 言葉あ そびの L- 夫と活用 

支 発達段階における 言語発達 ナ絵本やおはなしの 教材化と場づくり 
女言葉を育てるに は ォ 年間計画の作成 
女言葉と環境の 関わり   

検 証 保 育 

研究のまとめ・ 成果と課題 
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V  研究内容 

Ⅰ 言葉とは 

言葉は， 自分の思いや 考えを伝える 手段であ り， 人 としての証ともいえる " 

言葉の教育は 、 子どもの言葉の 獲得を助け支える 営みであ り，子どもの 人間としての 成長を促 

し 社会性が培われていく ぅ えで大切なものであ る。 

( Ⅰ )  言葉の動き 
①表す ， 伝える 

先生や友達の 言葉や話に興 

言葉により，考えや 気持ちを 表 味や関心をもち ，親しみを 

し 伝え理解し合 う ことができる 言葉獲得の もって聞いたり 話したりす 

心と心のかけはしとなり ， 人 と人 支持基盤を育 る 。 

との間に信頼のきずなを 生みそれ てる。 したこと，見たこと ， 感 

を 強めていく「 じたことなどを 自分なり 

に 言葉で表現する。 

したいこと， してほしいこ 

とを言葉で表現したり ， 分 

からないことを 尋ねたりす 

る， 

②考える，知る 

人の話を注意して 聞き ，相 
ものごとについて ，筋道を立て 手にわかる よう に話す。 

て 考えたり，正しく 理解するため 生活の中で必要な 言葉がわ 

        言葉はなくてはならないもの   生活の中で かり，使 う 。 

であ り，言葉を使 う ことにより 心 言葉を育てる 親しみを持って 日常のあ い 

の 内外の事がらに 関し，人間らし さっ をする。 

く ，田者 し 行動することができる 生活の中で言葉の 楽しさ 美 

しさに気づく。 

③思い浮かべる ，新たに創り 出す 

白山にいろいろなことに 思いを 

広げ ， 新しいものを 生み出してい 

くために，言葉の 果たす役割は 大 

きい．言葉があ ってこそ情操豊か 

な想像の世界を 体験し人間とし 

ての生活を高める 想像の活動がで 

きる。 

いろいろな体験を 通じて イ 

メージ や 言葉を豊かにする。 

イメージ や 絵本や物語などに 親しみ， 
言葉の感覚を 興味を持って 聞き，想像す 

育てる。 る 楽しさを味わう 

(2) 領域「言葉」のねら かと 基本 

幼稚園教育要領の 領域「言葉」のねら 経験したことや 考えたことを 話し ，伝 

いとして 3 つの事があ げられている     え台 ぅ 喜びを味わう。 

①自分の気持ちを 言葉で表現する 楽しさ ③日常生活に 必要な言葉が 分かる よ ぅ ｜ 

を味わう。 なるとともに ，絵本や物語などに 親し 

②人の言葉や 話などをよく 聞き， 自分の み ，先生や友達と 心を通わせる。 
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  言葉は身近な 人との関わり ( 言葉以覚 

の動作，表現，もの ) を通して次第に 

獲得していくものであ る。 

・幼児は，自分なりの 言葉で表現したり ， 

言葉で応答したりする 楽しさの中から 

話そうとしたり ，聞こ う という意欲や 
態度が育ってくる。 

・自分の話を 聞いてもらったり ，人の話 

を聞いたりする 豊かな生活の 中から， 
日常生活に必要な 言葉も分かるように 

なっていく。 

  幼児は・言葉を 使 う ことによって ，も 

のの見方や考え 方をより確かなものに 

し，   巴 考や認識等も 育っていく。 

・生活の中で 心を動かずような 豊かな体 

験を豊富に持ち ， 自分が体験したこと 

や考えたことを 話したり，友達や 保育 
者の話を開くなどの 伝え合 う 喜びを咲 

わい，言葉への 意欲や態度を 育ててい 

く - 」 

・絵本や物語などの 言語文化と出会い ， 

想像の世界や 未知の世界等を 通して， 
思いを巡らしたり ，友達や保育者と 共 

賊したり，共有したりしていく。 

  日常生活の様々な 場面や，生活文化等 

にふれ合 う 中で，言葉への 感性，感覚 

を養 う ようにする。 そして，状況，場 

面に応じて適切な 言葉が使えるよ う に 

していく， 

2  発達段階における 言語発達 

月ム 丁 Ⅰ 言語的発達 

  
  ・声のあ る方へゆ つ < り 
  

新 顔をむける。   
  
  

生 ・話しかけられるとじっと       

阻止 見て口を開けたり 閉じた       

り 共鳴動作がみられる。       

・母親の声を 聞き分けて 泣       
  

きやんだり，声の 調子を : 

  聞き分けて反応するように : 
  

  

(3) 話し言葉の重要性 
幼児の言葉の 生活は ， 話し言葉が中心と 

なる。 言葉は，幼児の 意志そのものの 現れ 

であ り， 人 との会話を通して 培われていく 

ものであ る。 話すと言   う ことは， 自分の考 

えをまとめていく 作用を持っており ，それ 

によって， 自分の気持ちや 意志，考えたこ 

とを相手に通じるよ う に話すことができ 

る。 それは，人に 自分の内面を 伝えるだけ 

でなく， 自分を知ることでもあ る。 

また，言葉で 物事を考えていく ，思考の筋 

道を育てる，物事の 価値を判断していく 力 

を養 う ことでも大切なのであ る。 

(4) 話す言葉を育てる 視点 

・子どもが， ゆったりとした 気持ちで話せ 

るような雰囲気を 作る。 

・互いの言葉を 認め合える人間関係を 築 

く 。 

・子どもの表現そのものを 受容する。 

・感情の動きを 読み取る。 

・子どもの言動をよく 観る。 

・個人差への 配慮をする。 

・話す場を作る。 

・言葉環境を 豊かにする。 

・絵本やおはなし 等，言語文化とのかかわ 

りが持てる場作りをする。 

以上の視点から ，環境や援助のあ り方を考 

えていくことが 大切であ る。 

発達の特徴 
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声を出して注意を ド な ） 
・自分の名前を 呼ばれると，       ひく ( 自己刺激補語 ) 
その方を見る。 ・ ・バーバー ， マンマン な 

  

白 エ しかけだり歌を 歌って   ど， 唇や舌を使った 音節 
  やるとロ元や 顔をじっ 月 ） をつらぬ，強弱，高低を 
  

見る。 :  つけてしゃべる。 
  

:  ( 反復補語 ) 
  

・バイバイなど 大人のこと       

ばを理解して 反応するよ       ・有意味補語が 出始める 

う になる。       ( マンマ， ブ一ブ 一など ) 
  

・絵本を眺めるようになる。 : 
: . 食べ物をマンマ ， と言 
  

・大人が「ちょうだい」と       う など有意味 語 が出は 

手を出すと持っているも       じめる、 

のを手にのせる。       ・言葉にならない 昔でま 
  

・禁止後に対して 反応し行     るで話ししているかの 
  

  動 をとめる。 
      う に話す。 
  
  
  
  
  

  

  

  
  

・少し離れたところにあ る     ・「アッタ」「ナイ」動物 

ものでも「 ブ一ブ Ⅰと       に対し ， 「ワンワン」 
か 「ママは ? 」と聞くと， ;  などの言葉で 言い表す 
そちらを向き ，みつける，       ようになる。 

  ・簡単なことはによるたの       ・ 絵 やものを指して 自分 

  みに答えて行動する。 :  からものの名前を 言 う 

  口 ， 耳 ，口などを聞かれ       ようになる。 

る 。 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

・お話を聞くことを 楽しめ     ・自分の意志，要求を 言 
  

るようになる。       葉 で言 う 。 ( 一語文 ) 

・絵本を持ってきて 読んで       ・名前をよばれると 返事 

もらいたがる。       する。 

・絵の中から ，ものの名前       ・簡単な質問にも 単語で 

をたずねると 正しく指さ       答える。 
  

す " : . 友達の名前を 覚えて 言 

    ぅ ようになる。 
    
  

・ 知 っている人にほほえ む 社 

会的微笑。 

・人見知りが 始まる。 

・指さしが始まる ， 

・指さしがさかんになる。 

・ボールを投げると 投げか え 

す 。 

・その場とびをする。 

・初歩的なぐりがきをする。 

・鏡の中の自分がわかる。 
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      ・口語 文 を言 う ようになる 

:  ( オンモ ノ コウ， トケ 
・ 上 ， 中 ，下などのことは       イアッタなど㌦ 

が 理解できる。       ・「これなあ に ? 」「ど う 
  

  大きい，小さい ，などの       して ? 」などの質問を 

概念がわかる。       多くする。 

。 色の違いがわかり ，同甲 ; . 絵を見て状況を 話せる 

色を集めたり 分類する。 ;  ようになる。 

れ
 

 
 

 
 

と
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こ
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ぶ
き
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で
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て
な
 

つ
 と
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ご
 

 
 

;  める。 
ま
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Ⅰ
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を
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可
 
@
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-
 
日
Ⅱ
 

動
 
助
 
。
 

や
る
 

 
 

 
 

成
 
こ
 
 
 
々
 
も
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エ
白
 

ム
 
"
 て
百
 

二
三
 

の
 
と
 
達
 
友
 
立してくる。 ; . 名前を聞かれると 姓名 

  

  前後，横の概念ができて       を言う。 

くる。 : . 4 から 5 語の文を言 う 

・動物，野菜，乗物などの ;  ようになる。 
  

集合名詞を理解する。 ; , 両親の名を正し { 一 一 一つ 口 一 ト 0 
・お話してもら ぅ ことを 喜         ・「それでね」「そうしてね」 

び ，催促するようになる。         などの接続詞を 使って 

自分が出てくる 話 ，友達           話す。 

や身近なもの ， 小 動物の         ・理由をつけて 話すよ う 
  

出てくる話などを 喜ぶ。 ;  になる。 

・ 2 つ， 3 つの数がわかる。         ，自分の言葉による 自分 

        自身の行動調整を 行う 

        姿 がみられる。 

: . ないしょ話ができるよ 

・意味体系の 学習がはじま       うになる。 

ってくる。         ・今日，昨日，明日など 

・他人からの 言葉による行         時間の流れを 理解して 

動 調整が可能になる。 ;  話す。 
・ごろあ わせ，言葉の りズ ; . 話し言葉が一段と 進歩   

ム を楽しむ。         する。 

  積み重ね語や ，昔話のぐ ;    絵や人形を使って 自分 

るぐる話をたのしんで 聞く ;  の体験の再現や ， お話 
・ 畏 めの話を筋を 追って聞       しの再現をたのしむ。 

けるようになる。 ; . 自分でも気に 入ったも 

・ことはのやりとりを 通し，       のを覚えて言う。 

理論的思考が 発達してく       ・構文，構音，ことはの 
  

る。 ;  動きの面でも 一応基本   
  

。 役 あ そびができるように 

なる。 

・なぐりがきをする ( 描い 

たものをあ とから名づ 

ける。 ) 

・友達，外の 世界への関心 

が強まる。 
，自我意識がめざめる。 

・目的をもって 絵を描き出 

す。 頭足人間が出てくる。 

・初歩的思考の 芽生え今ひ 
とり言を言いながら 何か 

をする。 弓 徐々に頭の中 

だけで言葉による 思考が 

進められるようになる。 

・役割あ そびの中で，体験 
したことや社会的な 職業 

などを表し，友達とかか 
わりをもてるよ う になっ 

てくる。   
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6 

止威 

  
  

ろ 

  
  
  

  ルール感，他人の 意志や     的な部分が，完成の 域 
  

感情も理解できる :  に達する ( 日本の子 ど   

( 倫理的な理解と 共感 )        もは，将来使 う 生活 言 

・ユーモアの 話を理解し 楽 ; 語の下地を ， ほ ほ 5 歳 

しめるようになる。       までに完成することが 

‥怖い話が聞けるように       多くの研究によって 確 
  

なる。 : かめられている ) 
  

  

・文字への関心をもちはじ 
め， 読んだり 書いたりし 

たがるようになる。 

3  言葉を育てるには 

( Ⅰ ) からだで語る 

幼児が求めるものは ，心と心の っが がり 

であ り，幼児は， 自分の感情や 思い な 言葉 

よりも体で語ることから 始める。 まず， 心 4 

を開くことから 始め，それを 言葉として受 
けとめて い くことが大切であ る。 幼児の言 

葉の表現は常に 心と体が一体化しているこ 

とを確認、 し 理解していくことが 必 、 要であ 

る。 

(2) 対話の中で育つ 
対話をすることは ，心と心が通じ 合いひ 

びき合い結ばれていく 過程であ る - 対話を 

思考 し合う ことは，言葉の 発達に欠くこと 

のできない 屯要 なことであ り，六言を育て 

る基礎としても 大切であ る。 子どもの行為 

には，それなりの 意味があ り，その意味を 

保育者も子どもも 共に見出し認め - 亡いくこ 

とが必要であ りこのような 対話は ， 子ども 

と保育昔の距離をせ は めていき，心と 心の 
つががりを実感していくことになる。 自分 

を 受け止めてくれる 相手と会話をでき ，対 

話が成立することにより ， 自分の言葉で 話 

す体験が豊かになっていく。 

(3) イメージと言葉 
幼児は，その 子なりの感じ 方や思い ， 考 

え方があ り自分なりのイメージを 持って自 

分の遊びを展開していく " 幼児期は， 自分 

のもつイメージを 自分なりに十分表現する 

ことそして， 一人一人の内面にあ るものが 

異なることを 知ることが大切であ る。 ，多様 

な体験とともに ， 自分と相手との 経験を分 

かち合 う ことで深まり 広がっていくのであ 

る。 

教師の言葉と 援助 

(1) 教師の言葉 

幼児は，教師の 言葉を手本として ，それ 

を模倣 し 言葉を豊かにしていく。 また教 

師の丁寧な言葉づかいは ，幼児にも ら よく 

ひびくものであ る よって教師は ， 子ども 

の言葉に流されるのではなく ，語を選び， 

言葉を大事にし ，整った文で 話すことが大 

切であ る。 また，教師の 発する言葉によっ 

て イメージが広がり ，幼児が感動や 喜びを 

共有できるような 援助の言葉になる 

ことが大切であ る。 

(2) 教師の援助 
教師の言葉かけは 遊びや活動のチャンス 

ときっかけをつくり ，遊びや活動を 充実さ 

せることにもなる。 その意味で重要な 役割 

をにない，保育の 中で潤滑油的な 存在であ 

るといえる」 

ゆえに，教師は 幼児の心を揺 t ぶったり， 

あ たたかくしたり ， 気 づかせていくような 

言葉かけをすることが 必要であ る，また， 

幼児にとって 教師は何でもいてくれる ，対 

応してくれる 存在であ り，常に幼児の 言葉 

をゆったりとした 気持ちで受け 止め話すこ 

との楽しさや 喜びを味わわせて い くことが 

大切であ る。 
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5  言葉と環境のかかわり 

幼児の言語表現を 支え，言葉を 育むための環境しての 三つの要素が 考えられる。 
(1) 幼児の内面を 豊かにする環境 

幼児の言葉は ，幼児の内面を 表現することであ り，そのためには 内面に自分の 思いや，考え 

イメージが育っていることが 大切であ る。 日常生活における 多様な経験や 感動体験は，幼児に 
豊かな内面を 育むようになることから ，日常保育の 中で豊かな体験ができる 環境があ ることが 

必要であ る 

(2) 話すことが楽しい 環境 

幼児は，自分が 話したいと思う 相手，安心して 話せる相手，話を 聞いてくれる 相手がいるこ 

とで，自分の 気持ちや内面を 伝えようとする。 言葉は，友達や 教師とコミュニケーションする 

中で培われていくものであ るから，幼児がリラックスして 自分の気持ちを 表現できる雰囲気や 

場 づくりをしていくことが 大切であ る，。 

(3) 話 ず力を育てる 環境 

幼児が言葉で 表現するためには ，生活の中で 語らいを増やし ，話す カ を培っていくこと 

が 必要であ る "  そのためには ，言葉あ そびを楽しんだり 絵本や物語などに 親しむことが 大切で 

あ り，幼児が興味を 持ってかかわるような 環境づくりや 工夫が必要であ る。 

6  話 すカ を育む構造図 

言葉で表現する カ 

  

教師の援助   

      

          友達           
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Ⅵ 研究の実際 

1 検証保育 

(1)  主題 「なんでもひっ こ しげ一む」 

(2) 目標 友達と一緒に 言葉あ そびのゲームをすることにより・ 口分の考えたことを 
言葉で伝えることのおもしろさに 気づき楽しさを 味わう 

(3) 設定の理由 
一 学期は，伝承あ そびや手遊びを 中心に言葉 あ そ ぴを取り入れてぎた。 

三 学期になると ，なぞなぞやしりとりあ そびにも興味を 持ち， グループで 

楽しんでいる 姿が見られるよ う になり・最近では ， しりとりや頭字あ そび 

をすると。 友達の答えるのが 待てなくて替わりに 答えたり，そっと 教えて 

あ げたりする様子が 見られる。 また， 「さかさことは」や し えからよ し 

でもしたからよんでも 同じ」言葉を 言い合ったり ，友達同士で 言葉を楽し 

んでいる場面が 見られ，言葉のおもしろさを 感じてきたよ う であ る。 

ひっ 二し ゲームは ， 鬼になった子の 言った言葉が 伝わらないと 成立しな 

いゲームであ る。 これまでは，果物や 動物などの決めた 言葉を伝えるこを 

ゲームの中で 楽しんできたが ，なんでもひっ こし ゲームにすることにより 

自分で言葉を 考えて伝えることのおもしろさに 気づき， 話 ずことが楽しく 

なっていくのではないかと 思い実践じた ， 

(4) 検証保育の実践 「なんでもひっ こし ゲーム」 

l 回目 

  教師の援助 子どもの言葉と 様子   
0 ゲームの説明を 

する。 

これまでのひっ 

こし ゲームとの 

違いを知らせル 

ールについて 話 

し合う。 
0 教師が鬼になり 
練習し ゲーム 

をはじめる。 

0 もっと違 う 言葉 

はないか考えさ 

せる よう にする。 

0 同じ子が鬼にな 

らないように 声 

かけをする，   

  
  
  
  
  

七赤い洋服つけているひと ひっこし       
  

ナビンク の洋服きているひと ひっこ       
  

甘 黒い洋服きているひと ひっこし     
  

り 「もっと違 う 言葉はないかな」 
    

「一分間考えてみよう」 
                日を閉じて考えている       

昔 くつしたはいてな。 ひと ひっこし                                                           

  
女 黒いズボンはいているひと     

  

女 かばんにティッ シュ が入っている     
  

ひとひっこし 
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0 考え中でもなく 

言葉が考えられ 

い子には， 耳灯 

してあ げる， 

 
 一

 
い
と
 

一
な
中
 

一
 
ば
え
 

 
 -

 
-
 
レ
ノ
 

、
分
 

-
 
世
官
 

 
  
 

 
 

育
子
 

 
 

 
 し
 
こ
ン
 

つ
ロ
 

ひ
ブ
 

と
エ
 

ひ
の
 

る
ク
 

ハ
 
ン
 
し
 

て
ピ
こ
 

つ
き
っ
 

も
と
ひ
 

を
の
と
 

け
ん
 ひ
 

の
ば
ぅ
 

み
ぅ
か
 

 
 

  
音 ビアノのじようずなひと ひっこし : : 言って待って 言葉を考 

  

女 あ さごはんをたべてきたひと             えている周りの 子は               
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文
安
 

  

女しまふくつけているひと ひっこし     
  

女 帽 子   もってきたひと ひっこし 
  
  
    

    と
 
ひ
 

る
 

 
 
て
 

レ
 
は
 

ツ
 ン
し
 

ノ
、
こ
 

の
っ
 

，
 
Ⅱ
 
ひ
 

女
 

  

    
: : 教師が耳打ちしてあ げ ;     

女 かるたとりすきなひと ひっこし             ることに ダメ という 返         
  

女 おもちやいっぱいあ るひと ひっこし ; ; 事が返ってくる。         

女男の子ひっ こし   
  

去 お う ちにおはなを ぅ えているひと       

ひっこし 
  
  
    
 
 し

 
こ
 
つ
 

ひ
 
と
 
ひ
 
る
 

っ
て
 

い
 
)
 

明
 
り
 

を
 
犬
 
音
 

く 結果と考察 ノ 

・友達と一緒にゲームを 架しむという 点では，友達を 受け入れ楽しく 遊びを進めていけ 

る よ う になったことがわかり ， 育ちを確認できた。 

  言葉は，生活体験を 通してイメージされ ， 自分の言葉になって 表現されることがわか 

った - 
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(5) く 公開検証保育指導案 ノ 

日 Ⅱ 寺 平成 13 年Ⅰ 月 ]8 日 ( 木 ) 930 ～ 10 ． 30 ・し り と り や頭首あ そびなども 

チームを作って 競争したりし 
対象 児 そら 組 2 7 名 幼 て ， ゲーム な 遊びを楽しん 

でいる   

・友達と一緒に 言葉あ そびを楽しむ。 児 

ねら ぃ ・自分のイメージしたこ とや考えたこと ・「 00 すきなひと」 とか， 自 
を 言葉で伝えることができる」 の 分の言った言葉に ， 手をあ げ 

てへんじをさせたりして ， 喜 

内 容 ・「へんしんカード」を 使って話しをする。 姿 んでいる姿が 見られる。 
・「なんでもひっ こし ゲーム」をする。 

H 寺 岡 場の構成 幼児の活動 教師の援助 

9  .30 ① 0 集まり ・トイレに行ったり ，使った 
&@ o@ 0@ 0@ 0 
0@ 0@ 0@ 0@ & 

道具を片づけて 集まるよ う 

0@ 0@ 0@ 0@ o ・手遊びをする。 に声 かけをする。 
0@ 0@ 0@ 0@ o 
0@ o@ 0@ 0@ 0 

・次の活動が 楽しく始められ 

よ る う に手遊びをして 雰囲 

気を作る。 

0 自分で作った「へんしん 

カード」を紹介する。 ・紹介する子の 話しを受けと 
0  「ひっ こし ゲーム」をす め，できた喜びを 共感する。 

0@@ 1/0 る 。 
O QO 
O O ・イスを中にしてすわる。 
  O 

O ・ルールを確認する。 
O 
Qoooo 

O 
・鬼になったらひっこし ・教師もゲームに 参加する。 

をさせる言葉を 考える。 ・ルールを理解しているか 確 

・他の子たちの「なんだ る 認 、 しながら説明する。 

なんだ る どうぞ」の合図 (1 回練習する ) 

で 鬼は， ひっこしの 言 

葉を伝える。 

・その言葉に 合った人は ， ・ ひっ こしの言葉が 考えられ 

他のイスヘ 移動する。 ない子には，一緒に 考えて 

そのすきに鬼もすわる。 あ げる。 

1020 ・すわれなかった 子が次 ・進めながら 子どもたちから 

の 鬼になる。 の 意見を受け止め ， 楽しく 

0 グ 一ム を 終え， ゲームが できるよさに ，配慮してい 

ど う だったか居、 っ たこと く。 

  
  

ノブ 
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を 言 う 。 ・一人 ト 人の話を受け 止め ， 

10:30 ・イスを片づける。 次回のゲームに っ なげて ぃ 

く， 

・ゲームを理解し 楽しんでいたか。 

評 価 ・自分の考えたことを ，伝えることができたか。 

・援助は適切であ ったか。 

2 回目 ( 本日 寺 ) 

教師の援助 子どもの言葉と 様子 

  
  

0 ルールを理解し   
  
  

ているか確認する         
  
  
  

0 ] 同練習し始め 
  
  
  
  

る、 去ぅね ばきをはいている   
  
  

ひと ひっこし 
  
  
  

女体育着きているひと ひっこし 
  
  
  
  

女 赤い洋服きているひと ひっ こし   
  
  

昔 黄色い洋服きているひと ひっこし       

食 すいとうもっているひと ひっこし                                                           
    

女 うわ ぱ きはいていないひと ひっこし         「やっと鬼になれた」     
  

0 教師も鬼になり ， 女手が 2 本あ るひと ひっこし             ばつゲームといって       

同じパターンで 女日が 2 つあ るひと ひっこし             いた T 男も鬼になり       
    

なく違 う 言葉に 女おなじジャンバーきているひと     : たかったよ う であ る : 
  
  

女 ひろみ先生すきなひと ひっ こし 
    

  

0 言葉の考えられ 女 めがねかけている 先生ずきなひと                                                           
  

な い 子には， 耳 
  

ひっこし 
            「 ナ / よ っ と 待って あ : 

  
  打ちしてあ げる。 女 ピアノきょ ぅし つならっているひと             げ よ う 。 」   

ひっこし             「教えてあ げても ぃ ; 
  

古 いちご だ いすきなひと ひっこし 
            

昔おべ んとうもってきたひと ひっ こし             言葉の考えられない ; 

班 おとなの歯がはえてきたひと             子に対しての 思 いや ; 
    

ひっ こし           が 見られた。 
  
            

  
  

く 結果と考察 ノ 

・言葉を伝えることを 喜び，意識して 鬼になりゲームを 楽しんでいる 子どもの姿が 

見られた " 

  子どもに言葉を 考えさせるタイミンバや 気づかせるための 教師の適切な 援助により   

自分なりに考えた 言葉になっていくことがわかった ， 

-  13  - 1
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(6) 「なんでもひっ こし ゲーム」からの T 子の変容 

二 れまでの T 子の様子 

行動のすべてが 自分なりのペースでゆっくりとしている 言葉での 意， Ⅱ表示はなく   

教師の言葉かけに 対して， じっと見つめていることが 多い - 一学期は表情での 意思表 

示から，名前を 呼ばれたら返事をするようになり ，言葉かけに 対しても うな づいたり， 

返事をするだけのコミュニケーションであ った 

しりとりや種類あ つめなどの言葉あ そびでも自分で 言葉を話すのに ，時間がかかり 周 

りが待ちきれずに 教えてあ げたりしていることが 多い 

自分から進んで 話したりすることはないが、 友達の話を楽しそうに 聞いている   

- 学期になり， 教師の目薬かけに 返事をするようになってきた - 

なんでもひっ こし ゲーム ] 同日 

・鬼の言 う百 葉をよく聞いている 友達の動きをよく 見て                                                             
    

移動している。 : 鬼になり。 おど ら いていた : 
  

・「一分間考えてみよう」の 言葉かけで， 口 を閉じている。 ; のではないだろうか。 
  
  
  

・一回 鬼 になる。 立ったまま，首をかしげて 言葉を考えて ; 教師からのヒント「なんで       
    

いる。       い L.) ょ ・ じ ぶんのずき Ⅰ し l 
    

教師のヒントを 聞いて，考え 伝える， : こといってごら 仙             イ ; 
    
: メージできた よう であ る。 : 
      

  

なんでもひっ こし ゲーム 2 回目 ( 木竹 き ) 

・何回も鬼になる。 

友達の声も素通りさせ ， おいてあ る イス を 

  

  
  

  
  

: . 意識して鬼になってしまうよ う ヤく @@ . 

見つけて座ろうとしない ， 

  鬼になっても 言葉が考えられずに 困っている「 

教師のヒントを う なづいて開き ， 自分なりに 

              われる。 ゲームの楽しさを 味わ ; 
    
      ているのだろう     

  
  
    

考えて伝えている。 

4 回目の鬼になった 時は， ヒントもなしで 考 

  

  
  

  
  

        分 の 百 葉で伝えることを 喜び ， :   

えた言葉を伝えることができた       : 話すことが楽しくなってきたよ う ; 

柴 しそうな表情が 見られる             に 思われる。 
  
  
  

      

その後の T 子の様子 
  

  自分のやりたいことへの 意 ， 巴 表示ができるよう 十 こ 

なってきた。 

  
  

: なんでもひっ こし ゲームで友達 :   

，人形劇など 進んでやるとうになり ， 積極的にやり : と一緒にやることの 楽しさに 気 ;l 

たい役に希望し   声は小さいが 内分なりに考えて 

話している， 

      づき，人双で 話せたことで 自信 : 
    

: が持てたのだろう ， 
  
  

  
  
    

/ イ 
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2  教材の工夫 

( 1 ) へんしんカード 

ねらい : へんしんカードを 使って ， 話し作りを楽しむ。 

教師の援助 
  

子どもの様子 

を
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    ・教師の作ったへんしんカードを 使って ，遊 
んでいる。 

・「おもしろいね」「手品みたい」「私もっ く 

りたい。 作り方おしえて」 

  友達同士で教え 合ったりしながら 一生懸命 

作っている。 

・絵を変化させながら ，話しを考えている。 

・友達同士，見ぜ 合って遊んでいる。 

  

  

た
 」
。
 

し
 
ま
 

/
 

づ
 

一
 

鯖
 

/
 ：
 
h
 

 
 

Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

 
 

おおきなかめがいました。 かめは、 あ なをほって   あ かちやんがたくさん ぅ まれて 

卵 をたくさん ぅ みました。         かんなで海に 帰っていきました。 

く 結果と考察 ノ 

  へんしんカードに 興味を持ち，意欲的に 取り組んでいた。 

  カードを変化させることがうまくいかず ， 絵 と話しが合わなくなり 作り直したり   

絵 に合わせて話をかえたりずる 等，その子なりの 工夫が見られて 良かった。 

・自作のカードができたことを 喜び ， 2 つ ， 3 つと話をかえて 作っている姿が 見られ， 
話しを楽しんでいるのが 確認できた， 
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(2) べ一プサートにする 
ねらい : べ一プーサートを 使って 頭 昔遊びを楽しむ。 

教師の援助 

・「かの字のつくもの」 ぺ一 プサートを 

出しておく。 

・べ一プサートを 演じてみせる。 

・子どもたちにやってもらい ， 「かの字 

のつくもの」の う たを一緒に楽しむ。 

子どもの様子 

・ぺ一プサートを 見ている。 

・「これなに ? どんなしてやるの」 

，「私もやりたい」交代してやり 喜んでいる。 

・「あ の字のつくもの」など 自分たちで考え ， 

ぺ一プサートを 作っている。 

・語尾の部分では ， それぞれのイメージを 言 

い 合いながら，歌詞を 決めている。 

く 作品の例 ノ 

プ ・         
  

くものなんだ 

が つき 

がちょう 

が つ こ う が、 ガタガタ ゆ れた。 

    

  

の
 
も
 
<
 
つ
 
の
 
じ
 
の
 
と
 

 
 ル

   と
い
 

ま
け
 

と
と
 とんがらし 
と んほ がすいすいとんだ。 

く 結果と考察 ノ 

・言葉あ そびに 関 ・心の薄い子たちも ，友達と一緒に ぺ一 プサートを作ったり ，演じ 

たりして楽しんでいる 姿が見られた。 

・擬声語や擬態語のおもしろさに 気づき，言葉を 替えて歌い楽しんでいる。 

ノラ -@ 16@ - 



(3) 教材を使っておはなしを 楽しんでいる 様子 

く 紙芝居を使って ノ く ボードを使って ノ 

くべ一 プサートを使って ノ く 指人形を使って ノ 

く ボードビル人形を 使って ノ くバ クバク人形を 使って ノ 

く 結果と考察 ノ 

・牛乳パックなどの 身近にあ る素材を利用した 教材を喜び、 自分たちも意欲的に 教材作り 

に 取り組んでいた。 

・友達同士， 白粉下作った 人形を使って 会話を楽しんでいる 姿が見られた。 
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Ⅵ研究の成果と 今後の課題 

ェ ，研究の成果 

く 仮説 1 ほ ついて ノ 

幼児一人一人の 触れ合いを大切にし 気持ち 

を受け止め雰囲気作りをすることにより、 

( Ⅰ ) 教師や友達に 自分から声をかけ ，言葉の 

やりとりを楽しんでいる ， 

(2) 自分の体験したことを 積極的に話すよ う 

になった。 

(3) 必 、 要な場面において ， % 分の考 えな 話す 

ことができるよ う になり、 相手の話を聞 

いてあ げることができるよ う になってき 

た」． - 

く 仮説 2 について ノ 

言葉あ そびを通して ，言葉のおもしろさに 気 

づかせていくことにより ， 

(1) 園生活の中で 互いに相手の 話すことを 理 ． 

解しょうとする 言葉のそりとりが 見られ 

るよ う になった 

く仮説 3 について ノ 

絵本やおはなしを 楽しむ環境や 教材を工夫す 

ることにより ， 

(1 ) 絵本の広場の 工夫により，絵本を 楽しむ 

子どもが増え。 友達関係も広がってきた。 

(2) 絵本やおはなしへの 関心が高まり ， 自分 

のやりたいことに 主体的に取り 組むよう 

になってきた。 

(3) 園生活でのいろいろな 場面ではっきりと 

自分の意志を 伝えられるよ う になった， 

以上のことから ，話す カ が育まれてきた 

ことを確認できた。 

2, 今後の課題 

(1) 聞く ， 伝えることにも 目を向け，家庭と 

の連携を図り ，一人一人の 発達に応じた 

援助に努めていく ， 

(2) 園生活での多様な 体験を通して 話す カ を 

培っていけるような 活動の工夫をしてい 

たい -, 

おわりに 

幼児一人一人が ，素直に内分の 気持ちや考え 

を言葉で表現できる 子になってほしいと 願い研 

究 してきました。 研究を通して 言葉教育の大切 

さを認識し人とのかかわりの 中で心と心の っ 

が がりを通して 育まれて L. 、 くことがわかり ，教 

師の援助の必要桂を 実感しました。 これからも， 

幼児一人一人を 受け止め ， 心の交流を図って い 

く中で話す カ を培 う ための援助に 努めていきた 

いと 思います， 

研究期間中，やさしく 丁寧に 御 指導ください 

ました浦添市教育委員会の 比嘉美也子指導主事 

研究所に快く 送り出してくださいました 我 那覇 
英 - 因 艮 ， 高 江洲弘美 副 園長，陰ながら 支えて 

くれた職員の 皆様に心から 感謝申し上げます。 

また，大きな 心で励まし 見守ってくださった 

新城兵肝所長，新川純子係長， 与 古田忠信指導 

主事，温かい 言葉をかけてくださった 職員の皆 

様， 6 ケ 月間共に過ごした 研究員のメンバ 一に 

厚くお礼を申し 上げます。 
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